
個別最適な学びを模索した3ヶ月の挑戦
方法選択型探究学習十個別最適な家庭学習
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宮城県岩沼市立岩沼小学校

児童数503名 (3クラスベース）
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10年前から教員用タブレットて授業実践を続けている

10年前に宮城教育大学と連携して開発した
アプリケーション「miyagiTouch」

複線型授業は，今年度からのスタート
Google WorkspaceはGoogleLLCの登録商標です。



複線型授業への転換ステップ

リーディングDXスクール事業
キックオフ会議

［ステッフ1 職員全体のビジョン共有
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協議を自己決定 一※リーディングoxキックオフ会謙高橋先生の資料より

ステップ2 研究主任によるモデル提示

ステップ3 担任による複線型授業の挑戦

ステップ4 職員全体てのビジョン再構築

ステップ5 市内•他地域への横展開



［ステッフ1 職員全体のビジョン共有

R5.4.26岩沼市教職員研修会
（市内小中学校全職員参加）

ヽ

ノ

RS.4.27『第1回研究全体会』

子供たちが生きるこれからの時代について（能動的な学びの重要性）

教師主導の一斉指導からの転換



ステップ2 研究主任によるモデル提示

5月II日

自主公開授業

理科

5月23日
理科

6月13日
理科

6月1q日

全校授業研究会

理科

一人一台端末を生かした「方法選択型探求学習」

IndiviFLIS （インデイビフリス）

Individual Freedom Learning Iwanuma-Sho=IIndTvTFLIS1 



6年生初めてのGoogleアプリ

遊びの中て~i,共同編集の意味やGoog leアプリの習熟を図る。
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1位、パンケーキ、 2位、チョコレート、 3位、果物

1、長芋2、いちご3、牛丼←

1位、オムライス 2位、ハンバーグ 3位、カレーパン



第1回目の実践（自主公開授業）

対象 岩沼市立岩沼小学校第6年3組
単元 理科「動物のからだのはたらき」 第1次

ヽ
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第 1回目のIndiviFLISて見えた課題i

調べ学習て授業が終わってしまった。

児童のアウトフ゜ットがほとんどなかった

改善点
自分の学びを他者に伝える

知識の集約方法はJamboardに統一
JamboardはGoogleLLCの登録商標です。
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JamboardはGoogleLLCの登録商標です。



第2回目の実践
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第2回目のIndiviFLISて見えた課題

自己決定からの協働場面がほぼ無い

改羞点

共同編集を含め，協議しながら学ぶ意識



第3回目の実践

共同編集
原因
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複線型授業のメリット（エピソード）

達成感・成功体験

「私，今日て‘きたかも！ ！」
要支援児童A

女要支援児童に対する手厚いサポートが可能

女多くの児童を褒める・価値付ける



第3回目のIndiviFLISて見えた課題

得た知識をもとに思考する場面がない

学びの深まりに懸念

艤
思考場面を設定する。

おさえるべき内容を一斉指導て確実につかませる。



第4回目の実践（全校授業研究会）

対象 岩沼市立岩沼小学校第6年3組

単元 理科「生き物のくらしと環境」

探求と思考の連続性を

大事にした80分設定

一斉指導の場面を入れ，
探求した内容の強化と補完
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JomboorOの説明動画をカメラて撮影
「記録に残す評価」
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月20日13:31 6月20日13:32 6月20日13:3S

JamboardはGoogleLLCの登録商標です。





80分授業構成の後半

＿ 
,、、し.,nん9

食物遁鎖

一斉指導て理解を深める 自分なりの仮説を考え伝え合う

『もし， 1次消費者が増えたら？』

『生態系が崩れる要因は？』



食べ物の循環
- -
面積と生息数の関係





4回目は市内多くの教員が参観 （横展開のスタート）

4回目て~Indiv i FLISの基盤が整ってきた

今後の展望

「課題設定」 「探究」 「集約」 「伝達」の

すべてを委ねる『自由進度型学習』へ挑戦



5年生

6年生の授業を見た感想

名こ讐，•し

・ヽ 瑾つ●Uて

何祖ですか． ・

0 1祖

〇 碑

〇 埠

名籾；；伺ですか． ・

9アカウ:,,トとし99輩えこ

゜

6年生 5年生U6 年— ,_ 渾- -ェ

自分て調べて，書いてと，やっていました。誰も書いていない人が，ぃ

なかったし，真剣に取り組んて‘いてかっこいいなと思いました。わたし

も， 6年生になったらあんなふうになりたいてす。
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してまとめていたのがスゴいと思った。図をつかったり大事な文のとこ
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ていて分かりやすく書いてるとこもいいなと思いました。
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ステップ3 担任による複線型授業の挑戦
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3年生算

問題の解き方を児童が
抽象化・汎化して表現

「解決ポイント」

一人て動画 チームて具体物

教科書・掲示物て‘



リーディングDX指定校岩沼北中学校の個別最適な学び

第1学年技術科「材料と加工の技術」

バート貴料の女
Jレーブの人に伝えら．

知識構成型ジグソー法



質問3 『この単元の学びを通して分かったことや感じたことを書きましょう。 』
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自分の学び方に関
する多様な取維
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従来型の一斉指導のB群



lndiviFLIS指導の再検査法による結果 A群
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検査法（再テスト法）
同じ内容のテストを期間を置いて実施する。
単元テストから1.5~2ヶ月後に行った。

テストの平均点 平均値 -3.3 
1回目 77.9 

中央値

゜2回目
74.6 (2か月後） 最頻値 -5 

テストの平均点 平均値 0.1 
1回目 80.5 

中央値 1 
2回目

80.6 (1か月後） 最頻値 -5 



個別最適な「家庭学習」 1

I学びを自己調整し，力を高めていく習慣づくり 1 

目指す子供像
自ら選択した課題

・自分の学びを自分で

与えられた
課題
・言われたこと、
決められたこと
ができる子供

受け身
同質・均質

進められる子供
主体性 ＿、1 化．
探究力 Q 心：
多様性

岩沼市教育委口会

岩沼市教育委員会加藤指導主事の提示資料より
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自由選択型家庭学習

「岩小ホームスタディー」

6年生を対象に1か月のトライアル実施
水曜日は習い事がある

から．その分木曜日に
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0月0日（） 読内 6年lllle由遍た事冨スタック石

0月〇口（） お休み -・・ 
一

90.’’ ,.'"' 

＾ 
．． 

0月00() タプドリ．自主学習

0月〇口（） 計第プリント
I—• 

0月〇日（） 理科の予習

児窟個々人のスタディ ーログ

岩小ホームスタディーのスタック表

一s oqgt y 3.0 
-20XX年

児童を対象としたガイダンスの実施 岩小ホームスタディーの保護者用解説動画



1か月のトライアルを経た児童アンケートの結果

ロ評価4 ロ評価3 ロ評価2 ロ評価 1

岩小ホーム スタディー

の評価

自分の学び方の

振り返り

70% 

32% 

4件法印象尺度調査 （数値が大きい
程ポジテイプ）

「 -----------------------」

51% ］ 
25% 

児童データから見る分析

．
 

ホームスタディーの良さを感

じつつも，自分の取組に改善

が必要と考えている。

学び方に関する評価ごとの記述内容（児童）

3 5名

0名

孵値1

自分で計•的にで會た．

テスト1：：胄けて重点的に学詈がで會た．

..t内でも割の鱚遍ができた．

とてもやりやすい．冑分で計・＊立ててやる方
がやりやすいから

霞週畠分で立てた計・通りに鱚違ができ．欝
よりも鎗彊奮する騎鵬が畏くなった．
だからテストの点餃も賣くなった．

サポらず計・約1：：出賽た．

1人で纏攣I：：拿とめることがでeて．
ジャムボードなどにも•棗むことができたので
自分の中では上出賽だと患い攣した．

畠主零●をほぽ鱚日行っていたから

4カテだとネタがすぐ篇
くなってし＊ったけどホームスタディだと国分
で決められて棄しく露■
ができるようになった．

匹 4

2 2名

自分の学び方の
撼り返り

評編2

12名

畠分で響■の■書決められるから少し手箪
會してし蒙うBもあったから3です

忘れてし＊ったBもあったけど．ー生・拿霞り
鑢めたと息い拿す．

土B以外は鎗遍はしっかりで會たし．一生．． 
霞り鑓んでで書宣した．

一拿IIり鑢むことができたけど胃手な鯵蟻
ばかりやってし＊い1!1分の・な鑢這
をあ宣りしていなかったことです．あと魯分で
好きなように鎗蟻ができるというのは、讚
かったのですが1!1分の好會な鱚遍普手な●濾
とあ拿り富■でやる纏・があ拿り査
わらなかったことです．

IIり纏むことができたけど。
ただちょっとだらけちゃったB
もあったので3にし＊した．
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． 自らの学び方を改善する手立
てや取組の価値付けを与える

とが必要こ

エピングハウスの忘却曲緯とは
一虞鸞えたことを胃裏鸞えるためにかかる騎間の 『●約寧」を鰭閏鵬で襄したもの

1 薗約寧 ＝ 鰤約された鱒間 十 9}J1ii1鵞えるのに必璽だった騎間 1 

襲●置●霞●讚•

！`ニ二：
匂記憶の定着寧を上げる3つの方法

1苦手なことほど旱く置冒する

2覚えたことをアウトブットする
3ストーリーづけて覚える 朝日新間デジタル RS.2.20

「エピングハウスの忘却曲線とは

タイミングと注意点を解説」
https://smb i z. asah i. com/art i c I e/14828411 

最適な復習



1か月のトライアルを経た保護者アンケートの結果

口評価4 口評価3 D評価2 口評価1

子供の取組に

ついての評価
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34% 41% 

岩小ホームスタディ ー

についての評価 46% 
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苦手なものへの消極性
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自主的な学びへの高い評価

保護者データから見る分析

・想定以上のポジティブ評価
（保護者の趣旨理解）

・子供の自己調整力の高まりを実感

・学習時間と机上学習が保護者に
とって最重要という価値観

・子供の学習の足跡を把握したいと
いう保護者の思い
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スタック表は紙ベースの置き換えてはなく，データが取れる形に圃

I 4 

l 5 

現行のスタック表
は学習時間しか分
からない。

夏休み明けから

プルダウン形式（例） ］ 

得意なものを伸ばす

苦手なものに挑戦

体をきたえる

家のお手伝いをする

読書をする。

•自分の学び方を分析する。
『メタ認知力』向上

•月の最後に，親に向けて自分の家庭学習
の取組をプレゼンテーション



夏休み明けからの展開

Ind i Vi FLIS Verl.O I 方法選択型探究学習の拡散

Ind i Vi FLIS Ver2. 0 自由進度型探究学習への挑戦

データ集積型に改良

5年生にも取組を波及

1本校の取組を県内に していく



職員が一丸となって取組を進めていきます圃
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